
7 年 3 月 10 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

誕生会、雪遊びや水遊びなどの戸外活動、初詣や節分、ひな祭り・こどもの日、お祭りなど日本の伝統行事にあわせた活動、ハロウィンやクリスマスなどの季節に関連した活動、お買
い物や外食のトレーニング、所内ではクッキング、実験、ペーパークラフトやアイロンビーズなどの製作活動、社会見学として円山動物園、青少年科学館、防災センター、水道記念
館、下水道科学館、工場見学、埋蔵文化財センターへの見学やイベント参加（令和６年実績）

家族支援

日々の送迎の際にコミュニケーションを取らせていただいたり、定期不定期の
面談でご家族の困りごとなど吸い上げて改善のための施策を考えます。 移行支援

お子様の成長やライフステージの切り替えを見据えて、ご本人やご家族の希
望に応じた移行に向けた支援を行います。円滑な進行の為、学校等での様子
を見学させていただいたり、進学先への情報提供など行います。

地域支援・地域連携

地域のイベントへの参加や近隣のゴミ拾い、利用児の運動会の応援など行い、
自身が地域の一部であることの理解を促して安心してお子様やご家族が地域で
暮らせるよう支援しています。

職員の質の向上

毎日のミーティングや月例の全体会議を通して、常に全職員がお子様の
最新の状況を共有して支援にあたれるようにしています。社内外研修へ
の参加や資格取得に向けた取り組みも積極的に進めています。

支　援　内　容

毎日の検温・手洗い・うがいの徹底やスマイル通信等を利用した注意喚起により、全体の健康の維持と病気の予防に努めています。また学校やご家庭との連携により、お子様の心身に変わったことがあ
れば早期に発見してお伝えできるよう努めています。さらに、身辺自立や生活スキルの獲得についてはお子様の課題をご家庭と共有の上、個別の練習や集団SSTなどを通して支援しています。衣服の着
脱、時計の見方や時間への意識づけ、買い物などお金のやりとりの練習とマナー、公共交通機関の利用の練習、共同でのクッキングなど行っております。どの活動につきましても、お子様の特性や達成
度を配慮して無理なく楽しく行えるよう配慮しています。

室内外の運動や遊びを通して、お子様の心身の発達を促していきます。トランポリンやバランスボールなどで体幹・身体バランスの向上、ボール遊びや小型のおもちゃで力の加減、スライムなど触感遊
びでの触感刺激など行っています。また、様々な道具を用いた製作活動やビジョントレーニングを通して目と手の連係も楽しく練習しています。身体・手先の使い方に慣れてできることを増やして自信
につなげ、どんどん新しい活動に挑戦していけるよう支援しています。特定の感覚に対して過敏・鈍麻のあるお子様についてはご家庭と情報を共有の上で可能な限り配慮した環境を整えられるよう努め
ています。

本
人
支
援

お子様一人ひとりの認知特性を考慮して、お子様自身の理解の上での行動が成功体験と喜びにつながるよう支援していきます。お子様のわかった、ひとりでできた、を大切にしています。当日のスケ
ジュールやイベント・お出かけなどの大きな変更は事前にわかりやすくお伝えする、集団遊びなどに不安のある子に対しては都度声かけや事前練習などを行うことで、お子様が見通しを立てて安心して
活動できることを大切にしています。活動の切り替えは時計・タイマーなど視聴覚手段と事前の声かけを併用してお子様自ら必要な情報を収集して行動につなげて自信を深められるように支援していま
す。

お子様のコミュニケーション能力については、言葉のみでなく表情、身振り、サインを見逃さないよう観察し、ご本人なりの表現方法を受け入れてコミュニケーション機会を増やせるよう努めていま
す。発語に課題のあるお子様については口形模倣や音真似などから始め向上を促します。場に合った発言、他を不快にさせない発言など状況に合わせたコミュニケーションの練習はSSTなど通して力を入
れています。また、学習の時間を設定して、宿題のあるお子様については取り組みを習慣化し、助言支援を行うとともに、必要ならご家庭学校とも連携してご本人の困りごとや苦手意識を克服できるよ
う、必要な予復習を宿題プラスアルファで提示して支援しています。

お子様の愛着形成の基盤である大人との信頼関係を育み、初めての場所でも安心して過ごせる場所として認識していただくところからスタートしています。一人遊びや職員との1対1の遊びから始め、
ルールや役割のある複数での遊びへと移行できるよう促して社会性と対人関係の発達を支援しています。様々な活動を通して自分の弱いところと強いところに気が付き、自己理解と肯定につながるよう
支援します。お子様が自分の感情に折り合いをつけて場面・状況に合った行動をとって楽しめるように、集団行動が苦手なお子様もゆっくりと参加していけるよう支援しています。

支援方針
個性や特性のあるお子様一人ひとりが自分らしく生活できるよう、またお子様を支えるご家族も健やかに笑顔で過ごせるよう集団活動・個別支援を通して達成感と自信を持てるような
サポートを行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
ママが笑顔でいられたら、子供は自然と笑顔になります
安心してお子様をお預かりすることや各ご家庭の支援を通して、保護者の皆様の笑顔と子供の笑顔を作るために支援を行っていく

事業所名
児童発達支援・放課後等デイサービス
スマイルナイン

作成日支援プログラム


